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讃歌集二部合唱



親鸞聖人 750回 大遠忌法要を控

え、お待ち受け法要が各地でお勤ま

りになっています。それに伴い、本

願寺仏教音楽・儀礼研究所 (以 下「研

究所」)で も、『宗祖讃仰作法 音楽

法要』についてのお問合せが、増え

てきました。今号では、『宗祖讚仰

作法 音楽法要Jの 修行に際 しての

特集をお届けします。

みんなで勤められる音楽法要を

一一時代に即応 した法要として

『宗祖讃仰作法 音楽法要』は、昨

秋 ご制定 とな った F宗 祖讃仰作法

第二種」をもとに、一般寺院におけ

る親鸞聖人 750回 大遠忌お待 ち受

け法要を念頭において、構成されて

います。

『宗祖讃仰作法 第二種』では、そ

の策定にあたり、大衆唱和 とするこ

とと、西洋音楽を用いることが、基

本方針 と して盛 り込 まれ ま した。

「大衆唱和Jと い う基本方針は、「参

詣者の法要への積極的な参加」が念

頭におかれています。そして「西洋

音楽によるJと の方針がとられたの

は、西洋音楽が今 日の社会での一般

的な音楽文化 となっており、かつ宗

門において、合唱活動が盛んなこと

によります。

その結果、『宗祖讃仰作法 第三種』

は、いわゆる音楽法要 としてご+1定

に至 りま したが、その完成 までに

は、いくつかの解決せねばならない

問題もあ りました。なかでも、重視

されたことのひとつに、従来の音楽

法要に付随する「敷居が高い」 とい

うイメージの払拭が挙げられます。

具体的に述べます と、西洋音楽の専

門的な技術が必要であるとか、讃歌

衆 (合 唱団)が無いとできない、と

いったイメージの払拭です。
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際 粗讃枠作法 音楽法妥」の修行にむけて

音楽法妥のイメージー新

左から経本、楽譜、練習用CD

確かに、 これまでの音楽法要は、

学生やお寺の合唱団をイ メー ジ し

てつ くられましたcそ のため、西洋

音楽 に関す る知識や技術を要求す

るものであ った ことは、否め ませ

ん。ですから、先に挙げたようなイ

メー ジも、 当然 な もの といえるで

しょう。そして実際に、芸術音楽つ

まリクラシック音楽に分類される合

唱というスタイルが主流であったた

め、専門的な技術も必要 とされてお

り、確かに敷居の高いものでした。

しか し、西洋化 した今日の音楽文

化 とは、 クラシック音楽ではな く、

演歌や 」pop(歌謡曲)な どのポピュ

ラー音楽です。つまり、皆さんが日

頃聴いた り歌 った りしている音楽、

みなさんの 日々の生活 とともにあ

る音楽なのです。その点に鑑み、作

曲にあたっては、親 しみやすさなど

も考慮 し、ポピュラー音楽的な書法

によることとな りました。

『宗祖讃仰作法 音楽法要Jも この

ような性格を受け継いでお り、皆さ

んにとっても、親 しみやすい作法 と

なっているでしょう。 とはいえ、も

ちろん音楽 としての質の高 さが考

慮されていることは、いうまでもあ

りません。カラオケでも、曲をきち

んと覚えたり、技術的な向上をはか

るには練習が必要なように、この作

法でも、質の高い法要 とするには、

練習が必要です。

音楽的な編成について

『宗祖讃仰作法 音楽法要J(以下

「本作法J)で は、出勤僧侶 と参拝者

のお勤めに加え、ピアノまたはオル

ガ ンによる伴奏、讃歌衆 による合

唱、雅楽器による付楽も盛 り込まれ

ています c

伴奏について

伴奏は、オルガンまたはピアノと

なっています。ただし、楽譜左端の

パー ト名が記された部分で、ピアノ

とオルガンの間に「or」 とあるよう

に、伴奏楽器には、どちらかひとつ

を選んで ください。両方を同時に弾

くようには、書かれていません (音

が重複 し、音楽的な構成が崩 れま

す )。

伴奏楽器の選択基準 としては、会

場の音響や雰囲気、出勤僧侶や参拝

者の慣れ具合、などが考えられるで

しょう。

また、伴奏に関 して注意すべき事

柄 としては、僧侶 と参拝者の声が、
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音楽的な中心である、ということが

挙げられます。オルガンやピアノに

合わせて唱えるのではなく、皆さん

の声に合わせて、伴奏するように心

がけてください。

演奏時の音高設定について

雅楽を依用する際、まず考慮すべ

きは、音のビッチ (高 さ)です。今

日、 西洋 音楽 で は、A=440Hzと す

る1易 合が多いのですが、雅楽では伝

続的な A=430Hzが一般的です。

つまり、雅楽 と西洋音楽をそのま

ま同時に演奏 しても、美 しい響きと

はならないため、 どちらかに合わせ

る必 要 が あ ります。現 実 的 には、

ビッチ調整機能付きの電子 ピアノな

どを用いて、合わせることになるで

しょう。

発声について

本作法の修行にあたっては、西洋

音楽によるおつ とめだが、発声はど

うしたらよいのか、 とい う質問も、

研究所に寄せ られています。

おそらく西洋音楽 とい うことで、

オペラなどで聴かれるような発声を

イメージされていると思われます。

しか し、先にも述べ ましたよ うに、

いわゆるクラシック音楽が念頭にあ

楽譜 :上段より雅楽器、調声と同音、讃歌衆、ビアノ、オルガン

るわけではないので、出勤僧侶の

方 々には、普通 に経文を唱えるよ

う、そして参拝者の皆さんには、普

段おつ とめされているときのよう、

発声 して ください。

合唱を担 当され る讃歌衆の皆 さ

んは、普段の練習通 りの発声で結構

です。ただし、宗教儀礼に相応 しい

声を心がけるようにして ください。

宗教儀礼として

その他、讃歌衆の服装や立ち位置

などについてもお問合せいただいて

お ります。これらに関しては、特に

定め られているわけではないので、

各ご寺院の状況に合わせ、ご判断い

ただくことになります。ただし、そ

の際には、音楽法要も、まずもって

他の法要同様に「仏祖を礼拝供養 し、

経典を読誦 し、仏徳を讃嘆 して、報

恩の至誠を表す」ために行 う儀礼で

あることを、肝に銘 じたいものです。

指導員と練習用 CDについて

本願寺仏教音楽 。儀礼研究所 で

は、「宗祖讃仰作法 音楽法要』の普

及 に向け、指導員の派遣 と練習用

CDの 配付を行っています。

指導員については、合唱団の指導

な ど、仏教讃歌関連の実績があ り、

かつ宗教儀礼の面からも音楽法要の

構築に実績のある方に、研修会を受

けていただいた Lで 、お願い してい

ます。

現在、次の 4
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名の方々にお引き受

けいただいてお ります。

大分哲照さん

(福 岡教区西嘉穂組明園寺 )

南荘 宏さん

(東京教区静岡西組教覺寺 )

野村佳代さん

(兵 庫教区北摂組光園寺 )

廣済兼壽さん

(安 芸教区安芸北組廣済寺 )

教区や組における各種研修会をはじ

め、実際の修行に向けての研修等に

際 し、指導員の派遣を ご希望の方

は、教学伝道研究センターまでご連

絡 ください。

練習用 CDに ついては、模範実演

をはじめ、オルガン伴奏など、各種

の練習を想定 した構成 となっていま

す。ご希望の方には、無償で配付 し

てお りますので、こちらも教学伝道

研究センターまでご連絡 ください。
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10年 にお よぶ大修復が完 了 し、

御真影様もお戻 りになった本願寺御

影堂。その修復完成 と、来る親鸞聖

人 750回 大遠忌を記念す る演奏会

が、 9月 20日 、御影堂で行われま

した。

曲は、相愛学園創立 120周 年記

念委嘱作品の交響讃歌《親鸞》(2008

年初演 )。 作品のテーマはもちろん

親鸞聖人ですが、作曲の大前哲 (相

愛大学音楽学部教授 )さ んによれ

ば、 この作品は宗教音楽ではな く、

「人間親鸞へのオマージュ」 として

書かれています。

自分は宗教家ではないから、親鸞

聖人のみ教えを理解することはなか

なか難 しい。でも、聖人が歩まれた

ご生涯の厳 しさや斬新さには、一個

人 として尊敬の念を持っている一―

とい う作曲者の思いが、この言葉に

反映されています。

曲は、 3楽章か らなっています。

第 1章 〈道程〉と第 3章 〈光明〉は、

大前さんが一貫 して取 り組んできた

現代的な書法による、オーケス トラ

のための音楽。第 1章 では越後へ流

罪となった親鸞聖人が海辺や山道を

一歩一歩進まれる様子が、第 3章で

はその苦難の歩みの中でも聖人が持

ち続けられたであろう明日への希望

が表現されます。

それに対 し、第 2章 〈讃歌〉は九

條武子 さま (1887-1928、 第 21代

門主明如上人の次女)の詩「′らの合

掌」を歌詞 とする合唱曲です。自鳥

芳郎作曲の仏教讃歌で知 られるこの

詩は、親鸞聖人を直接的に謳ったも

のではあ りません。 しか し、「詩に

込められた仏さまへの絶対的な信頼

や、詩そのものの奥ゆきの深さ」 (大

前さん談)な どから、この楽章に用

いられることにな りました。詩の性

格にそって、〈讃歌〉は大前さんに

は珍 しく調性音楽によってお り、シ

ンプルながらもハーモニーの美 しい

作品となっています。今回は女声合

唱による演奏 とい うこともあ り、曲

の持つ透明感が一層高まっていたよ

うに思われました。

御影堂での演奏 というご縁を、大

前さんは「親鸞聖人はどのように聴

いて くださるだろうか」 と喜んでお

られましたが、当日は彼岸の入 りで

もあ り、御影堂にはたくさんの方々

が参拝に訪れていました。親 しみや

すい第 2章にくらべると、現代音楽

の語法で書かれた第 1章 と第 3章

は、よく練 られた構想に基づいた高

度な音楽 と受け止め られたよ うで

す。演奏 した相愛オーケス トラ (相

愛大学音楽部の学生や教員によって

編成 された管弦楽 団)の メンバー

も、練習を始めたばか りの頃はやは

り戸惑いが大きかったそ うですが、

大前さんは演奏するのであれ聴 くの

であれ、「理解する」 とい う態度で

臨むのではな く、まずはここに描き

出された親鸞聖人のお姿を、それぞ

れの想像力で「感 じる」 ことからス

ター トしてほしい、と話 して くださ

いました。

交響讃歌 《親鸞》 は、 10月 には

広島でも演奏されました。大遠忌に

向け、更なる演奏機会が望まれると

ころです。
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第 2章〈讃歌〉                           演奏会の模様

作曲者 大前哲さん

演奏会の模様



伊藤完夫 (1906-2005) という音

楽家をご存知で しょうか。 日本にお

ける西洋音楽の受容史を絡けば、純

正調オルガンの演奏者 として、 しば

しばその名が散見されます。

しかしその音楽活動は、単にオル

ガ ンの演奏家 とい う枠 に とらわれ

ず、作曲や編曲、音楽理論研究、講

演など、非常に多岐にわたっていま

した。これは、オルガンという楽器

の普及のためであれば、何にでも取

り組んだ結果 といえるでしょう。そ

うした活動は、今 日、オルガン界に

おいて高 く評価されています。

そ して伊藤完夫 とい う音楽家 に

は、一般にはあまり知 られていませ

んが、ライフワークとして取 り組ん

でいた、もうひとつの世界があ りま

した。

戦後間もなく、京都女子大学に音

楽の教師として赴任 した伊藤は、同

校の学生が勤める音楽礼拝の曲をつ

くることにな りました。この とき生

まれた楽曲が、現在も音楽礼拝で唱

われている《さんだんのうた》や 《ち

仏教音楽界を回想する伊藤さん

純正調オルガンを弾く伊藤さん

かいのうた〉などです。以来、生涯

にわたって仏教讃歌を書き続け、今

日でも仏教讃歌の楽譜を開けば、い

くつかの作品には、作曲者 として「伊

藤完夫」の名を見て取ることができ

ます。 しかもこの分野においても伊

藤は、単に作曲家 として曲を提供す

るのみならず、音楽礼拝を洗練させ

てい くためならばと、仏教や儀礼に

ついても積極的に取 り組み学んでい

たことが、自身の著作より窺えます。

ただ残念なことに、音楽界一般に

おいて伊藤の音楽は、その保守的な

スタイルもあって、決 して高い評価

を得るには至っていません。 しかし

仏教音楽の歴史、特に本願寺派の親

鸞聖人 750回 大遠忌 において、音

楽法要がつ とまることを考えた時、

初期の音楽礼拝に取 り組んだ伊藤の

存在は、決 して無視できるものでは

ないで しょう。

今 日ほど音楽文化の西洋化が進ん

でいない当時、しかもまったく新 し

いス タイルのおつ とめ作 りを任 さ

れ、それを定着させ、さらにその普

及をも成功させたことは、敬服に値

します。

仏教において音楽が果たす役割を

考える時、伊藤完夫 とい う音楽家

は、再び光を放つ ことで しょう。

伊藤完夫 (い とう・さだお)

1906(明治39)年、愛知県生まれのオ

ルガン奏者、作曲家、音楽学者。教員

免許取得後、田中正平に師事し、音響

学や純正調オルガンの奏法を学ぶ。京

都女子大学をはじめ相愛大学、武蔵野

大学で教鞭をとる。のちに武蔵野大学

名誉教授。2005(平 成17)年 1月 10日

死去 (98歳 )。



全国に広がる
仏教讃歌の歌声

現在、研究所 には届 出団体 とし

て、約 300の 演奏 団体が登録 され

ています。このうち約 2割 が、教区

や組、別院で結成された合唱団です

(右 図参照 )。

また、仏教讃歌活動が盛んな教区

では、連盟が結成され、年に一度演

奏会や交流会を行っているところも

あ ります。今回はその一部をご紹介

しましょう。

第19回仏教讃歌
コンサー ト(佐賀)

10月 24日 、佐賀教区で仏教讃歌

のコンサー トが開催されました。主

催は、佐賀仏教讃歌の会。早い時期

から教区規模での仏教讃歌活動が盛

んであった佐賀では、1991年以来、

毎回趣向を凝 らした演奏会が開催さ

れ、今 1可 で 19回 目を迎えました。

コンサー トは、佐賀を拠点に活躍

する演奏家の二重唱による 〈仏教式

典序曲》 (森 川匁1史 作詞・宇野正寛

作曲)に はじまり、続 く第一部では、

重誓偶による音楽礼拝がつ とめられ

ました。今回初の試みとして、讃歌

衆による混声四部合唱が導入され、

満場のホールに荘重なおつ とめが響

きわたりました。

警コール・蓮 (山陰教区神門組)

警松山組仏婦コーラス「サンガエコー」

(四 州教区)

警三次組仏教婦人会コーラス部 (備後教区)

畿備後教区寺族婦人会ボーモリーズ

(備後教区)

饉黒瀬和雅の会 (安芸教区黒瀬組)

畿コール・プンダリーカ (山 口教区萩組)

奪大津東組仏教婦人会合唱団 (山 口教区)

畿岩国組コール・カラビンカ (山 口教区)

金コール・自れんげ (山 口教区玖珂西組)

奪小倉YBA混声合唱団(北豊教区 4ヽ倉組)

會門司みのり合唱団(北豊教区門司組)

警コーロ・サンガ (福 岡教区西嘉穂組) .
警三根組コールサンガ(佐賀教区)

饉田代組女声合唱団 (佐賀教区)

警巨瀬組コーラス「こぶしの会」(佐賀教区)

警チヤンダナ(熊本教区八代組)

畿高鍋組讃歌のつどい(宮崎教区)

警コール・サンガ(鹿児島教区)

第二部の個別演奏には、 11団 体

が参加されました。仏教讃歌 と自由

曲、各 1曲 を演奏す るステー ジで

すc歌 うよろこびに満ちた演奏が、

心温まるひとときをつ くりだしてい

ました3

第二部は、冒頭のゲス ト演奏家に

よる日本歌曲の演奏です。そ して最

後に、会場全体での大合唱。仏教讃

歌 くいのちまいにちあたらしい)の

歌声が、会場 となった佐賀県立美術

館ホールに広が りました。

また今 lnlの コンサー トでは、仏華

の展示会も併催され、来場者の関心

を集 めてい ま した。 この展示会 で

は、仏華の生けられる過程が 7つ の

工程に分けて見 られるようになって

お り、演奏会 とともに工夫に富んだ

警滋賀教区寺族婦人コーラス「響流」(滋賀教区)

驀コール・サーラ(京都教区)

檬アナンダ・ゴーシャ(奈良教区)

奪むゆうげ(奈良教区宇陀北組)

驀妙好華 (大 阪教区)

警こうる・いしかわ (大阪教区石川北組)

會三郡組コーラスはすの花 (大阪教区)

警かりようびんが鷺森 (和歌山教区)

鰺コール・か～も(和歌山教区力口茂組)

警ほほえみ (兵庫教区阪神北組)

蔭阪神東組香華コーラス(兵庫教区)

響阪神西組合唱団 (兵庫教区)

鬱出石組聖歌隊コール・る一ちゑ(兵庫教区)

畿阪神南組コーラス(兵庫教区)

響佐用組寺族婦人会(兵庫教区)

驀野菊の会 (高砂組仏教婦人会)(兵庫教区)

警加古川組仏教婦人会連盟 (兵庫教区)

饉赤穂北組寺族婦人コーラス(兵庫教区)

催 しとなっていました。

「20周 年にむけて、教 区内の合唱

ド1体 が一丸 となって取 り組んでいき

たいJと 語る熊谷昭美会長の言葉に

も窺 えるように、ます ます気運の盛

リ トが りを見せる佐賀仏教讃歌の会。

今後さらなる発展が期待されます。

第 6回岐阜教区
仏教音楽交流会

岐阜では、教区や組での活動に刺

激を受けて、各寺院でもコーラスが

さかん にな って きてい ます。6月

30日 に行われた交流会には、東海

教 区や大谷 派か らの参加 も含 め、

12団 体が別院本堂に集い、歌声を

披露 しました。



交流のひろば

0本願寺札幌別院合唱団

「響流さつぱろ」(北海道教区)

◇築地本願寺楽友会混声合唱団(東京教区)

◇慈光院女声合唱の集 (東京教区)

0とちなん合唱団(東京教区栃木南組)

◇国府教区仏教婦人会

「合唱団こぶしの森」(国府教区)

◆富山本願寺合唱団 (富 山教区)

0高岡教区仏教婦人会連盟コーラス

「瑠璃の響き」(高岡教区)

惨伏木組コーラス沙羅(高岡教区)

0コ ール無憂華 (福井教区)

0コ ーラスのんの(福井教区若狭組)

0コ ール・デ・ナーモ(岐阜教区)

0岐厚組音楽研究会シャーラ(岐阜教区)

◆朝明組仏教婦人会合唱団(東海教区)

◇三重組コーラス(東海教区)

◇萌木の響き(東海教区)

肇桑名組仏婦連盟こぶしの会(東海教区)

は「キャン ドルの集い」 と題 して音

楽礼拝がつ とめられ、満堂の名古屋

別院本堂 は荘厳 な雰 囲気 に。 その

後、 10グ ルー プによる演奏 と、歌

唱指導が行われました。初出演の団

体には温かい手白手が贈 られ、 参カロ者

は仏教讃歌一色の充実 した一 日を過

ごされていました。

音楽礼拝
「キャンドルの集い」

演奏後には、仏教讃歌の楽譜につ

いて情報交換する声も聞かれ、交流

会を通 して、おみの り 。人・仏教讃

歌の輪が着実に広まっている様子を

みることができました。

音楽礼拝の模様

歌唱指導の模様

東海仏教音楽の集い
5th Stage

今年、 5周年を迎えた「東海仏教

音楽の集い」 (7月 2日 )。 開会式で

第16回仏教讃歌を歌う会
定期演奏会 (安芸)

1994年 より回を重ね、今回で 16

回目を迎えた安芸仏教音楽連盟の定

期演奏会。加盟団体が増えるにつれ

て参加団体 も増え、一層の盛況を見

せています。

演奏会は、個別演奏 と合同演奏の

2部構成 で、第 1部 の個別演奏で

は、加盟の 26団 体が 日々の練習の

成果を発表 しました。上手に歌って

聴かせるだけの会ではな く、仏教讃

歌の味わいを共にする会でもあると

い う趣旨のもと、各団体のいきいき

とした演奏が聴かれました。

また、第 2部 の合 同演 奏 で は、

オーケス トラの伴奏で、約 500人

の歌声がホール に響 きわた りま し

た。今「nlの 合同演奏にむけては 2回

の事前練習が行われた との ことで、

ステー ジの熱気が客席まで伝わ り、

会場の聴衆も一緒に回ずさむ光景が

見 られました。「歌 うよろこびを共

に」 という主催者の思いがひ しひし

と伝わって くる演奏会でした。

「交流のひろばJは、合唱団の活

動を紹介するコーナーです。写

真やお手紙 な ど、みなさんか ら

の ご投稿 をお待 ち してい ます。

また、届 出団体 にな っていただ

きます と、本願寺で行われ る仏

教音楽 関連の催 しの ご案 内、楽

譜の発売情報な どをお送 りいた

します。詳 しくは事務局 (Tel:

075-371-9244)へ お 問い合 わ

せ ください。

第 2部合同演奏の模様



「著作権」 とは

まず は じめ に、「著作権」 その

ものについて、お話 ししましょう。

一言 で述 べ る と、著作権 とは、

文化的な創造物
1に

関わる諸々の権

利 の総称 です。具体 的には、思想

や感情を創造的に表現 した、文芸

や美術、音楽 な どの作品に付 随す

る権利のことで、一定の期間
2、

著

作権法によって保護されています。

したが って、音楽作 品な ど (以

下 「著作物」)の使用 に際 しては、

権利者の許諾を得 る必要があ りま

す。一般に「著作権料が発生する」

と言われ るのは、 この使用許諾 に

対す る対価 の ことで、著作権 その

ものが譲渡 され るわけではあ りま

せん。

著作権は誰のものか

著 作物 にかか る諸 々の権利 は、

人格的な保護を対象 とする「著作

者人格権」 と財産的な保護を対象

とす る「著 作権 (財 産権 )」 に大

別されます。

著作者人格権

公表権、氏名表示権、 同一性

保持権

著作権 (財産権 )

複製権、上演・演奏権、上映権、

口述権等

これ ら権 利 の基本 的な違 い は、

「著作人格権」 が譲渡不可 であ る

のに対 し、「著作権 (財産権 )」 は

譲渡可能な ことにあ ります。すな

わ ち「著 作 権 (財 産権 )」 につ い

ては、著作者 と異なる場合 もある

ことに注意が必要です。

著作隣接権

また、著作物を使用 (実 演やそ

の記録物を作成)す ることによっ

て、今まで述べてきた「著作者人

格権J「 著作権 (財産権)Jと は別に、

「著作隣接権」 と言われる権利が

発生します。

これは、著作物の伝達に重要な

役割を果たす「実演者 (演奏家な

ど)」 や「レコー ド制作 (演奏家 )J、

「放送事業者」等に認め られた権

利です。

実演者の権利

氏名表示権、同一性保持権、

録音・録画権、放送権等

レコー ド制作者の権利

複製権、譲渡権等

放送事業者の権利

複製権、再放送権等

では、「著作物」を正しく使うに

は、どうすればよいのでしょうか。

法律に則 した著作物の使い方

著作物をめぐる権利は複雑かも

しれません。 しか し、法的に権利

関係が明らかであることは、言い

かえると、著作物を使用するには、

原則 として、権利者から許諾を得

て、その対価 (必要でない場合 も

あ ります)を支払えば使用できる

と考えられるでしょう。

むしろ判断に迷 うのは、次の 2

つの場合です。

1 権利は消滅する

冒頭でも触れましたが、著作物

が法律により保護されるのは、あ

る一定の期間です。その期間が過

ぎれば、法律による保護が無 くな

る。言いかえれば、著作権が消滅

するということです。

日本の場合、基本的には著作者

の死後 50年 までが、著作権によ

る保護期間とされています。ただ

し、団体名義で公表されたものや、

国外で発表された著作物
3な

どは、

保護期間が異なります。

2 許諾が不必要な場合

テープなどに CDか ら録音して個

人で楽 しむには許諾の必要はあり

ません。しかし注意が必要なので、

使用 目的によっては、下記専門機

関等に問い合わせることをおすす

めします。

著作権全般

社団法人著作権情報センター

(CRIC)

音楽

社団法人日本音楽著作権協会

(」ASRAC)

著作権法では、その対象を「思想

又は感情を創作的に表現 した物で

あつて、文芸、学術、美術又は音

楽の範囲に属する物をいう」 (著

作権法第 2条 1項)と 規定されて

います。

著作権は、著作物の創作者「著作

者」が、著作物を創作 した時点で

自動的に発生 し、その権利は原則

的に著作者の死後 50年 まで保護

されることになつています。

保護期間は各国によつて異な りま

す。日本が第二次世界大戦の敗戦

国となつたことにより、戦勝国の

著作物に対 し、保護期間が戦時期

間分延長されるなどのケースがあ

ります。



知っておきたい著作権

＝

＝

事例紹介
合唱団で楽譜を 1部購入 し、団員に人数分複写 して配付 したい。

→複写が認められているのは、個人の練習用としてのみです。他人へ譲渡 した時

点で著作権法に反 します。必ず、演奏人数分の楽譜を購入 しましょう。

楽譜が絶版 となってお り入手できないため、複写 して配付 したい。

→絶版 となった楽譜でも、著作権が消滅 しているとは限 りません。さらに、絶版

が版権の消滅 を意味するとも限 りません。複製にあたっては、それぞれ許諾が必

要です。

お気に入 りの曲や合唱団で歌う曲の音源を、友達にコピー してあげたい。

→音源のコピーは、個人的な使用 を目的 とする場合にのみに許可されています。

他人への譲渡は、著作権法で禁止 されています。

購入 した CDをお寺の法要で流 したい。

→販売されているCDは、個人鑑賞を目的としています。公の場で流す場合には、

原則 として、許諾を得る必要があ ります。ただし、寺院の持つ非営利性に鑑みた

場合、この限 りではないと考えられますが、細かな判断が必要ですので、専門機

関のJASRAC等 へ問い合わせることをおすすめします。

お寺で DVDを作るにあたって、市販 CDの音源を使用 したい。

→事例 4に 同じ。加えて版権にかかる許諾を得て ください。

仏教讃歌の歌詞をバンフレッ トに載せたい。

→著作権法は、歌詞も保護の対象 としています。パ ンフレットを配付する行事等

が、イベ ント性を伴う(例 えば、入場料や出演者への謝礼などが発生する)場合は

許諾が必要になります。

他の人の楽曲を編曲して演奏 したい。

→楽曲の内容を変えるには、著作人格権の関係で、著作者本人から許諾を得る必

要があ ります。



御堂演奏会2010G定 )

御堂演奏会2009(春)の模様

春 と秋の 2回 (計 4日 間)開 催いた しました御堂演

奏会 2009に は、総勢 1200名 を超 えるご参加をいた

だき、あ りがとうございました。

来年度の予定は、下記の通 りです。

【開催概要】

開催日 :2010(平 成 22)年

春季  4月 13日 (火 )。 14日 (水 )

秋季 H月 22日 (月 )。 23日 (火 )

会 場 :本願寺阿弥陀堂

曲 目 :《みめぐみの》《み仏はほほえみて》

《生かされて》《あの空見れば》

《囁きたもう》《弥陀大悲の誓願を》

※楽譜の発刊 と参加者の募集時期については、研究所

のWebサイ トや本願寺新報等でお知 らせいたします。

一緒に歌おう仏教讃歌

御正忌報思講奉讃演奏会2010(予定)

研究所では、御正忌報恩講の通夜布教前に奉讃演奏

会を開催 しています。毎年、多数の皆様にご来場いた

だき、心温まる仏教讃歌に親 しんでいただいてお りま

す。次回 2010年 は下記の内容で開催いた します。皆

様のご来場をお待ちしてお ります。

【開催概要】

日 時 :2010(平 成 22)年 1月 15日 (金 )

15:30開場 16:00開演

会 場 :聞法会館 3階 多目的ホール

プログラム :第 1部 本願寺合唱団

第 2部 声楽アンサンブル (ゲスト)

ほか

仏教讃歌に親 しんでいただく機会

として開催 している「一緒に歌おう

仏教讃歌Jは、皆様より好評をいた

だいてお ります。毎月第 1水 曜 日

(原 則 )、 本願寺聞法会館にてお待ち

しています。

務局 (0753719244)ま で お 問

い合わせ ください。

【2月・3月 の活動予定】

日 時 :2010(平 成 22)年

2月 3日 (水 )

11 :00-12:00

会 場 :聞法会館総会所

時 :2010 (平成 22)年

3月 3日 (水)

11:00-12:00

場 :聞法会館総会所ム

奉讃演奏会2009の模様

参加をご希望の方は、当研究所事

練習風景 ロビーコンサー トの模様

※ 1月 はお休みです。

一緒に歌おう仏教讃歌

ロビーコンサー トのお知らせ

日 時 :2010(平 成 22)年
3月 24日 (水)

12:20-12:50
会 場 :本願寺聞法会館

1階ロビー

曲 目 :《あの空見れば》

《いのち》《念仏》 他



研究所通信

大正琴用楽譜刊行

好評の大正琴用楽譜シリーズは、

現在第 3期分まで無ポ|に て配付 して

お ります。ご希望の方は、当研究所

事務局までお問い合わせください。

第 1期分

真宗宗歌/敬礼文/三帰依/念仏

/恩徳讃 (旧 譜 )

第 2期分

みほとけにいだかれて/宗祖降誕

会/報恩講の歌/光のなかに/恩

徳讃 (新 譜)

第 3期分

Namo Amida Butsu/聖 夜 /四

弘誓願/の んのさま/衆会

リフアレンス業務について

本願寺仏教音楽 。儀礼研究所 で

は、皆様からのご質 FHIに 、研究員が

お答えするリフアレンス業務を行っ

てお ります。仏教音楽に関する質問

や、演奏のための楽譜や伴奏用音源

についてのお問い合わせを、お電話

またはフアクスにて受け付けてお り

ます。なお、書籍および CDな ど刊

行物の購入につきましては、本願寺

出版社 (0120464583)ま でお願

いいたします。

〔リファレンス受付時間〕

宗務所業務 日の

10:00 から 16:00 まで

※研究員の勤務状況等によって対応

できない場合があります c

※皆様 に1[確 な情報を提供す るた

め、お問い合わせ内容の調査に時

間を要する場合があ りますことを

ご了承 ください。

2009年度研究スタッフ

所 長   小野 功龍(雅楽研究)

〔仏教音楽部門〕

主任・常任研究員

福本 康之(芸術学)

研究員  今小路聡 F(声楽研究)

波々伯部宏彦

(アー ト・マネジメント)

山日 篤子 (占楽学)

研究助手  戸田 直夫 (音楽学)

客員研究員 尾家 京 r(モf楽教育学)

鈴木捺香 r(合唱音楽研究)

委託研究員 荒川 恵子(音楽学)

石川紀久子 (音楽学)

寺内 直子 (芸術学)

藤田 隆則(芸術学)

藤林 由里 (作編曲)

丸山 千品

(ピ アノ演奏研究)

田村菜々子 (民族音楽学)

西田 佳代(声楽研究)

平成21年 4月 1日 現在

(各五十音順)

研究生

大正琴用楽譜第 3期分

玲ニューズレターに“仏教儀礼編"が

加わります

対談1本願寺茶房
その他に一

・儀礼しています :東京教区教覺寺

・タイムスリップ大遠忌

―-700回忌 (昭和 36年)

・はじめまして儀礼と申します

ぢから

:僧侶力は友兄カ
…ご期待下さい
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亭主 :大村英昭
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縞冴 九 スのイ1行物所

讃歌集二部合唱 1～ 6

【収録曲】

l Namo Amida Butsu/ごおんうれ

しや/ど こにもひかりが/なだめ/
やさしさにであったら/心のひと/
いのち

2 聖夜/成道の歌/光のなかに/み

仏のほほえみに/求道の歌/私の中

に/念仏

3 衆会/芥陀利華/生きる/青草は

/いつか私は/ほほえみとともに

4 のんのさま/咲き匂う/山科の路

/花のこころ/そんなときわたしは

くちずさむ/小さな灯/いのちかが

やいて

5 みめぐみの/太陽からの手紙/名

もない今日を/あの空見れば/あ り

がとう/みほとけは/弥陀大悲の誓

願を

6 いのちまいにちあたらしい/しん

らんさま/千万の/み光りの/コ ス

モスの花/憶念/ひかりあふれて

【定価】 各本体500円 +税

宗祖讃仰作法 音楽法要

【定価】

経本 :本体300円 十税(写真左)

楽譜 :本体800円 +税 (写真右)

佛教讃歌(ビアノ伴奏付)

【定価】

本体1,600円 十税

_  ほとけのこどものうた

.     幼児向け讃歌集

華
rT'碇価】

本体2,000門 十税

やさしく弾ける仏教讃歌Vol.2/Vol.3
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1 索II降 謎奉識法要
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宗祖降誕奉讃法要 第一種

【定価】

経本 :本体300「 11+税 (写真右)

楽詰 :本体500円 +税 (写真左)

仏教讃歌―歌集―

コー ド付

【定価】 本体700卜lJ十 税

電子オルガン用仏教讃歌中級編

【定価】 本体2,000円 十税

メロディーの宝石箱

仏教讃歌解説集

【定価】 本体1,500円 十税

電子オルガン用

【定価】

Vo1 2:本 体971円 +税

Vo1 3:本 体1,000円 +税

斎願吉1と 軌昔*・ 檬Flt暉 安所 ニュース
‖
じ勺二斧9テ

発行日

編 集

発行者

2009(平成21)年 H月 30日

本願寺仏教音楽・儀礼研究所

浄土真宗本願寺派 教学伝道研究センター 所長・浅井成海

〒600-8349 京都市下京区西中筋通花屋町下ル堺町92番地 本願寺第 3庁舎内

Tel.:075-371-9244  Fax.:075-371-5761

http://crs.hong、 vanii.OrJp/Ongi/

無料頒 価


